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大会決議 

2019 年 12 月 14 日(土)、2019-2020 年度 国際ロータリー第 2660 地区 地区大会

において、以下の大会決議が採択される予定です。 

 

［決議第１号］ 

国際ロータリー会長提唱 本年度テーマ推進の件 

 国際ロータリー会長  マーク・ダニエル・マローニ氏は、本年度“ROTARY  

CONNECTS  THE  WORLD－ロータリーは世界をつなぐ”を RI 会長テーマとして掲

げられました。これを受けて当地区クラブと会員は、ロータリーの奉仕を通じて、有能で

思慮深く、寛大な人びとが手を取り合い、行動を起こすためのつながりを築いて行くこと

を決議致します。 

［決議第２号］ 

国際ロータリー第２６６０地区直前ガバナー 山本 博史 氏に対する感謝の件 

直前ガバナー山本 博史氏は、国際ロータリー直前会長 バリー・ラシン氏の RI 会長テーマ

“BE  THE  INSPIRATION－インスピレーションになろう”のもとに、リーダーとしてこ

の１年間奉仕活動にご尽力されました。特に、2018-2019 年度から導入の IM 再編成の基

盤充実に尽力され、また、マイロータリー登録、クラブセントラルの活用を戦略的に推進し、

当地区のロータリー賞の受賞が 49 クラブに達し、全国的にも注目される画期的成果を挙げ

られました。これは、直前ガバナー山本 博史氏の卓越した指導力と献身的努力の賜物であ

ります。よって、本大会は直前ガバナー山本 博史氏に対し、その功績を称え、深甚なる感

謝の意を表することをここに決議致します。 

［決議第 3 号］ 

国際ロータリー第 2660 地区 地区ビジョンを踏まえて、クラブビジョン策定を推進する件  

近年、国際ロータリーでは、柔軟性と多様性が強調されており、その大きな潮流の変化は加

速度的に進んでいます。その為、各クラブは、地区ビジョンを踏まえて、「変えてはならない

ロータリー」・「変えなければならないロータリー」を明確にし、会員相互で問題意識を共有

することによって、地域特性、歴史、規模に合った独自のクラブビジョンを策定して行くこ

とを決議致します。 

 

［決議第 4 号］ 

2018-2019 年度の収支決算（監査報告付）を承認する件 

本大会は、国際ロータリー第 2660 地区の 2018-2019 年度の収支決算（監査報告付）

を承認することを決議いたします。 

 

［決議第 5 号］ 

2022 年規定審議会の代表議員、及び補欠代表議員を指名する件 

2022 年 4 月、米国シカゴにおいて開催されます規定審議会の当地区代表議員として、

パストガバナー 立野 純三氏 補欠代表議員として、パストガバナー 松本 進也氏を選出

することを決議いたします。 
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［決議第 6 号］ 

RI 理事ノミニーの指名委員、及び補欠委員を指名する件 

RI 理事ノミニーの指名委員として、パストガバナー 片山 勉氏 補欠委員として、直前

ガバナー 山本 博史氏を選出することを決議いたします。 

 

［決議第 7 号］ 

国際大会への参加を推進する件 

RI 会長マーク・ダニエル･マローニー氏が主宰する本年度の国際大会は、2020 年 6 月 6

日(土)～6 月 10 日(水)の５日間、米国ハワイ州ホノルルにて開催されます。当地区のロータ

リアン及びご家族の国際大会への参加を推進することを決議いたします。 

 

［決議第 8 号］ 

次年度地区大会開催に関する件 

2020-2021 年度国際ロータリー第 2660 地区の地区大会は、茨木ロータリークラブが

ホストクラブを務め、2020 年 12 月 11 日(金)・12 日(土)に大阪市（リーガロイヤルホテ

ル大阪・大阪国際会議場）において開催することを決議いたします。 

 

［決議第 9 号］ 

本大会のホストクラブ並びに協力団体に対する感謝の件 

 2019-2020 年度 国際ロータリー第 2660 地区 地区大会が、地区内外から多数のロ

ータリアンとそのご家族の参加のもとに、見事な運営により、素晴らしい地区大会となり成

果を収められました。地区大会にご尽力いただきましたホストクラブの大阪西南ロータリー

クラブ、繁野 光一会長、藤本 和茂地区大会委員長をはじめ委員会の皆様、会員並びにご

家族、さらには諸団体の皆様の献身的なご奉仕とご協力に深甚なる謝意を表することを決議

いたします。 

 


